
 

 
 

令和７年４月２３日 

国土交通省関東地方整備局 

甲府河川国道事務所 

 

令和７年度 甲府河川国道事務所の事業概要 

 

甲府河川国道事務所では、「国民の安全･安心の確保」、「持続的な経済成長の実現」、

「個性をいかした地域づくりと分散型国づくり」に向け、令和７年度も切れ目なく河川･道路

事業を推進し、施策効果の早期発現を目指します。 

 

 

甲府河川国道事務所の概要、主な河川事業、主な道路事業は、別冊「令和７年度事業概要」 

のとおりです。 
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甲府河川国道事務所の概要

甲府河川国道事務所は、富士川の直轄改修事業の着手に伴い、

大正10年4月1日に内務省東京第二土木出張所富士川下流改修事

務所が静岡県富士郡岩松村（現富士市）に設置されたことにはじま

ります。

その後、国道20号改築事業の施行にあたり、昭和33年6月1日に河

川・道路の混合事務所として甲府工事事務所が発足し、平成15年4

月1日に甲府河川国道事務所に名称変更しました。

＜沿革＞

＜所掌業務＞

＜組織＞

河川については、富士川水系の直轄管理区間（静岡県河口部から

釜無川上流部は韮崎市武田橋まで、笛吹川上流部は山梨市岩手橋

まで）における整備や管理等を行っています。

道路については、中部横断自動車道や国道20号等の山梨県内の

直轄管理区間の整備や管理等を行っています。

計画課総務課

流域治水課経理課

調査課用地第一課

河川管理課用地第二課

道路管理第一課工務第一課

道路管理第二課工務第二課

防災課品質確保課

富士川上流出張所

富士川中流出張所

富士川下流出張所

笛吹川出張所

大月出張所

甲府出張所

峡南国道出張所

富士吉田国道出張所

大和国道出張所

道路出張所

河川出張所

事務所

引用：国土地理院地図Vector
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富士川下流



河川管理区間

3

合計
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出張所
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河口～静岡・山梨県境

44.0km
静岡・山梨県境～富士橋

23.0km
富士橋～武田橋

富士川

3.0km--3.0km
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合流点～

---蛭沢川

0.1km0.1km
合流点～

---五割川

0.4km0.4km
合流点～

---濁川

122.1km25.8km18.0km47.0km31.3km合計

■出張所別管理延長

笛吹川出張所
管理区間

富士川下流
出張所管理区間

富士川中流
出張所管理区間

富士川上流
出張所管理区間



河川事業の予算と主要事業位置図
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令和7年度当初予算（河川）

（単位：百万円）

事業費項目

730河川改修

11総合水系環境整備事業

6河川工作物関連応急対策事業

747合計

※上記のほか、河川維持修繕費等がある。

笛吹川
⼭梨市万⼒公園地区
水辺環境整備

富士川
木島地区河川防災ステーション

富士川
富士市五貫島地区
水辺環境整備凡例

河川改修

総合水系環境整備事業

河川工作物関連応急対策事業

富士川
切⽯・⼿打沢地区築堤

釜無川
横川排水樋管ゲート設備更新

笛吹川
高田地区水辺環境整備

笛吹川
大野地区護岸整備



富士川 切石・手打沢地区築堤

○ 身延町の切石・手打沢地区については、堤防がない箇所や低い箇所があり、過去の洪水で浸水被害が発生し
ていることから、築堤護岸整備を進めます。（手打沢地区は、令和7年度中に整備完了予定）
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ふ じ か わ き り い し て う ち ざ わ

位置図

切石・手打沢
地区

切石地区

手打沢地区

断面図

手打沢地区の整備状況（R６年度末時点）

洗掘対策
築堤

排水樋管

R6年度完成箇所

過年度整備済

←富士川



富士川 木島地区河川防災ステーション

○ 河川防災ステーションは、災害時に迅速な復旧活動を行うための拠点となる施設で、富士川水系において、
増穂地区（富士川町）に続き、2つ目の河川防災ステーションを木島地区（富士市）に整備します。
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ふ じ か わ き じ ま

位置図

木島地区

災害時においては、水防センターや一時避難場所として活用されるとと
もに、ヘリポートとしての活用など、水防活動の拠点となります。

現在の整備状況

＜水防活動ヤード＞

平常時

災害時

災害時においては、被災箇所の迅速かつ円滑な復旧活動を行うための
資機材の提供を行う拠点となります。

資材備蓄状況（R7.4）

＜資材備蓄ヤード＞

平常時

災害時
ヘリポート

体育館

水防センター・
避難所 水防活動場所

富士川スマートＩＣ
（富士川ＳＡ）

富士市

水防活動ヤード

資材備蓄ヤード

富士市



笛吹川 大野地区護岸整備

○ 富士川水系は、洪水時には河岸を急激に洗堀する流れが発生することが、大きな特徴です。令和元年出水で
被災した大野地区において、洗堀防止対策として護岸整備を進めます。
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ふ え ふ き が わ お お の

位置図

大野地区

山梨市笛吹市

応急復旧状況（Ｒ１年洪水） 応急復旧後（根固ブロック設置状況） 護岸整備（上流側）

大野地区

整備済

整備予定



釜無川 横川排水樋管ゲート設備更新

○ 横川排水樋管は、横川等の氾濫の防止を目的とし、釜無川に総排水量5㎥/sで排水する施設で、施設の信頼性
向上を図るため、扉体、開閉装置、機側操作盤、電気設備の更新を行います。
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か ま な し が わ よ こ か わ は い す い ひ か ん

位置図

横川
排水樋管

横川
排水機場

横川排水樋管

横川排水樋管全景 スピンドル開閉装置



総合水系環境整備事業

○ 五貫島地区は、富士市が富士川緑地公園の再整備を行っており、これに合
わせ、令和4年度に大型バスが通行可能な坂路改良を行ったところであり、引
き続き、モニタリング（利用実態調査）を行います。

○ 高田地区は、市川三郷町が水辺利用の促進等に取り組んでおり、これに合
わせ、令和4年度に河川内にアクセスしやすい管理用通路を整備したところで
あり、引き続き、モニタリング（利用実態調査）を行います。

○ 山梨市万力公園地区は、山梨市が賑わい・活力の創出、都市機能の充実、
住民が自然と共存し憩える場となるよう整備方針を検討しており、この結果を
踏まえ、河川管理者としても必要な整備を行う予定です。
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位置図

五貫島地区

高田地区

山梨市万力
公園地区

＜五貫島地区＞
ご か ん じ ま

＜高田地区＞
た か た

＜山梨市万力公園地区＞
や ま な し し ま ん り き こ う え ん

整備イメージ

レキ河原再生

管理用通路の状況

坂路

坂路改良の位置図

坂路改良の状況 花火大会の利用状況

整備イメージ②

管理用通路の位置図

管理用通路

富士川緑地公園

坂路改良

←富士川

国
道
１
号



河川維持管理

○ 地域の安全・安心を確保し、多くの人々から親しまれる河川とするため、河川巡視や点検、堤防、護岸、排水機
場等の河川管理施設の補修、除草・樹木伐採などを行うとともに、洪水や地震が発生した場合には、河川管理施
設の状況を確認し、異常が確認された場合には迅速に対応します。
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機械設備の点検河川巡視 堤防点検 堤防除草

樹木伐採 緊急時の対応

河道内に著しく繁茂した樹木については、洪水の阻害や河川
状況を把握する際の支障となるため、樹木伐採を実施。

洪水により河岸浸食が発生した際に、緊急対応として根固め
ブロックを設置。（令和元年台風19号 韮崎市下條東割地先）



流域治水プロジェクト2.0

○ 流域治水の取組を加速・進化させるため、令和6年4月に「富士川流域治水プロジェクト 2.0」に更新。
○ 流域治水協議会等において、あらゆる関係者による様々な手法を活用した対策の一層の充実を図る。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

【霞堤の整備と保全】

・霞堤の整備と保全に向けた検討を行うため、
上空より斜め写真を撮影し、現在の周辺土
地利用状況把握。

・今後、個別霞堤ごとに期待される効果の検
討などを行っていく予定。

（甲府河川国道事務所）

【山梨県流域治水推進会議】

【道路高架区間の一時避難場所としての活用】【土地のリスク情報を充実】

日常生活を送るなかで、想定される浸水をそ
の地域の方々が現地で確認できる様、目印を
設置。 （中央市）

雨水貯留浸透枡整備事例（昭和町）貯留槽の整備事例（富士市）

【河道改修】

【雨水流出抑制施設の整備】

民間の宅地等整備時における貯留槽整備や、雨水貯留浸
透枡整備の為の補助事業を実施する取組がされています。

流域治水対策推進基本方針の策定（R3.6.14）
目標や検討の進め方などの基本的な方針を策定

モデル小流域における対策メニューの検討
検討過程での課題を検証、他の小流域へ展開

｢流域治水検討会｣
県関係部署、国、市町
村を構成員とした小流
域での流域治水対策ア
クションプランの策定や、
対策を実施するための
検討会を横川など３流
域で実施。

浸水時の緊急避難路として道路の高架区間
に避難階段を設置（国道２０号 甲斐市下今井
地先） （甲府河川国道事務所）

至
諏訪
市

洪水浸水想定区域（想定最大規模）
河川が氾濫した際に浸水が想定される区域
と水深（想定し得る最大規模の降雨（計画規
模を上回るもの））

E20E52

釜
無
川洪水浸水想定区域内

に複数の工場が立地

Ｎ

整備箇所
（国道20号）

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

被害対象を減少させる
ための対策

被害の軽減、早期の復
旧・復興のための対策

（整備状況）

一時避難場所
（道路高架区間）

一時避難場所
（入口）

富士早川の河川事業進捗（富士市） 新沼川放水路の整備状況
（沼津河川国道事務所、静岡県）

【砂防堰堤等の整備】

塩島沢堰堤群（富士川砂防事務所）

安居山沢右支川
砂防堰堤（静岡県）

氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための取組として、富士早
川における河川整備や流域内各所において砂防堰堤の整
備が進められています。

11

整備箇所（国道20号）
山梨県甲斐市下今井地先



富士川水系河川整備基本方針の見直し

○ 過去の降雨実績に基づく治水計画から、気候変動による降雨量増加等を考慮した治水計画への転換を図るた
め、平成15年3月に策定した富士川水系河川整備基本方針を令和7年3月に変更しました。

○ この河川整備基本方針を踏まえ、今後20～30年程度で実施する具体的な整備内容等を定める富士川水系河川
整備計画について、関係者の意見を伺いつつ、変更を行う予定です。

■過去の主な災害

釜無川の堤防決壊 東海道本線鉄橋の流失 笛吹川の河岸洗堀

＜昭和34年8月洪水＞ ＜昭和57年8月洪水＞ ＜令和元年10月洪水＞

■基本方針の見直し概要

12

○正常流量（流水の正常な機能の維持に必要な流量）を新たに設定

非灌漑期（11～3月）灌漑期（4～10月）基準点

概ね13㎥/s概ね22㎥/s清水端

○気候変動による影響を踏まえ、基本高水を見直し

＜清水端＞

10,200㎥/s
変更後

8,800㎥/s
変更前

21,500㎥/s
変更後

＜北松野＞

16,600㎥/s
変更前

■流域の概要

富士川は、長野県・山梨県・静岡県を流域とし、最上川、球磨川と並び日本三
大急流の一つとされ、糸魚川-静岡構造線の影響で脆く崩れやすい地形を有し、
土砂供給が多く、河道は激しい流路変動を伴う広大な礫河原を形成している。

3,990km2流域面積

128km幹川流路延長

約106万人流域内市町村人口

12市8町3村流域内市町村数

約23兆円流域内一般資産額

約260km2想定氾濫区域面積

約56万人想定氾濫区域内人口

約12兆円想定氾濫区域内資産額

1000

標高（m）

800

600

400

200

0
200 400 600 800 1000 1200 距離（km）

常願寺川

球磨川

最上川
富士川

信濃川

利根川
セーヌ川 ライン川

メコン川
ミシシッピ川
アマゾン川

釜
無
川

信玄橋

甲斐市
南アルプス市

長野県

山梨県

静岡県

糸魚川－静岡構造線

清水端

北松野

富士川の河道状況（信玄橋付近）

ふ じ か わ



道路管理区間

合計
富士吉田

国道
出張所

峡南
国道

出張所

甲府
出張所

大和
国道

出張所

大月
出張所

103.5km--42.9km31.1km29.5km
国道
20号

72.7km-52.6km20.1km--
国道
52号

14.2km14.2km----
国道
138号

51.6km32.0km---19.6km
国道
139号

28.4km-28.4km---
中部横断
自動車道

270.4km46.2km81.0km63.0km31.1km49.1km合計

■出張所別管理延長

■事前通行規制区間（雨）

雨量規制基準値延長路線区間名

連続300mm 又は

連続250mmかつ時間雨量50mm
0.6km国道20号上野原

連続200mm1.5km国道20号梁川

連続300mm 又は

連続250mmかつ時間雨量60mm
0.9km国道20号初狩

連続200mm2.6km国道20号初鹿野

連続300mm4.8km国道52号万沢

連続150mm2.4km国道52号古屋敷
凡 例

甲府河川国道事務所管理区間

有料道路

【直轄】事前通行規制区間（雨）

【直轄】予防的通行止め区間（雪）

甲
府
出
張
所

峡
南
国
道
出
張
所

富士吉田国道出張所

甲府出張所 大和国道出張所 大月出張所

大
月
出
張
所

富
士
吉
田
国
道
出
張
所

万
沢

古
屋
敷

初鹿野

初
狩

上野原

梁川
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中
部
横
断
自
動
車
道
（直
轄
区
間
）

E20

E68

E20

E52



道路事業の予算と主要事業位置図

新山梨環状道路
（南部区間）

新山梨環状道路（東部区間）

甲府出張所
大和国道出張所

甲府河川国道事務所

富士吉田国道出張所

大月出張所

峡南国道出張所
◎

万沢地区歩道整備

山中湖自転車歩行者道整備

明神前歩道整備

上暮地歩道整備

四方津地区歩道整備

初狩地区
歩道整備

甲斐電線共同溝

甲府徳行電線共同溝

甲府国母（２）電線共同溝

甲府国母電線共同溝

甲府電線共同溝

甲府住吉電線共同溝

本栖精進電線共同溝 富士北麓(2)電線共同溝

鳴沢電線共同溝 山中電線共同溝

牛句～宇津谷 桜井～塚原

広瀬～桜井

新山梨環状道路

上石田改良

新笹子トンネル改修

都留バイパス

新屋拡幅

中部横断自動車道
（富沢～六郷）

直轄管理区間

国道

新山梨環状道路（直轄整備区間）

新山梨環状道路（山梨県管理区間）

新山梨環状道路道路（山梨県整備区間）

高速自動車国道および有料道路

調査区間

凡　　例

令和7年度当初予算（道路）

（単位：百万円）

事業費事業名等

7,871改築事業

1,740国道20号新山梨環状道路（広瀬～桜井）

150国道20号新山梨環状道路（桜井～塚原）

180国道20号新山梨環状道路（牛句～宇津谷）

5,140国道20号新笹子トンネル改修

120国道52号上石田改良

277国道138号新屋拡幅

40国道139号都留バイパス

224中部横断自動車道（富沢～六郷）

1,029交通安全事業

210Ⅰ種 国道20号四方津地区歩道整備

70Ⅰ種 国道20号初狩地区歩道整備

25Ⅰ種 国道52号万沢地区歩道整備

50Ⅰ種 国道138号山中湖自転車歩行者道整備

25Ⅰ種 国道138号明神前歩道整備

75Ⅰ種 国道139号上暮地歩道整備

574Ⅱ種（道路標識、区画線、道の駅富士川等）

1,128電線共同溝事業

515甲府圏域地域（国道20号）

613富士北麓地域（国道138号、国道139号）

10,028合計

※上記のほか、道路維持管理費等がある。

14

中部横断自動車道
（長坂～八千穂）

韮崎市域渋滞対策

改築事業

交通安全対策事業Ⅰ種

電線共同溝事業

調査区間

凡　　　例



国道20号新山梨環状道路

○ 本事業は、環状道路の形成により甲府市街地の渋滞緩和等を図るもので、調査設計を進めるとともに、広瀬～
桜井においては、用地買収に加え、新たに工事に着手します（平等川北側の地盤改良工事）。

し ん や ま な し

国道20号
新山梨環状道路

位置図

標準断面

国道20号上阿原交差点付近の渋滞 地質調査（牛句～宇津谷） 平等川渡河部イメージ②

至 東京

至 長野

平等川渡河部イメージ①

至

和
戸
Ｉ
Ｃ

至

広
瀬
Ｉ
Ｃ

至 広瀬ＩＣ

至

和
戸
Ｉ
Ｃ

15



中
部
横
断
自
動
車
道南アルプス市

みなみ

笛吹市
ふえふき

延長2.0km
H28事業化

山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬

や
ま
な
し

ふ
え
ふ
き

い
さ
わ
ち
ょ
う
ひ
ろ
せ

140

411

20

20

20

20

52

411

52

140

(仮称)塚原IC

(仮称)甲斐IC･JCT

(仮称)牛句IC

(仮称)広瀬IC

甲斐市役所

笛吹市役所

(仮称)宇津谷交差点

相生歩道橋交差点

至長野

至
東
京

至静岡

さくらい つかはら

白根IC

双葉JCT

甲府昭和IC

一宮御坂IC

笛吹八代SIC

南アルプスIC

若草ランプ
田富西ランプ

玉穂東ランプ

落合西IC

（仮称）落合東IC

（仮称）東油川IC

（仮称）小石和IC

一般国道20号 新山梨環状道路(直轄区間) 延長１７ｋｍ
しんやまなしかんじょう

昭和町役場

(仮称)桜井JCT

137

ひろせ さくらいうしく うつや

韮崎市
にらさき

延長4.5km
未事業化（都市計画決定済）

つかはら うしく

釜無工業団地

甲府南部
工業団地

玉穂中央ランプ

山梨県駅 リニア中央新幹線

玉穂西ランプ

23,909台/日

32,186台/日

29,818台/日

31,177台/日

中央市役所

石和温泉駅

竜王駅

南甲府駅

新山梨環状道路
（直轄区間）

新山梨環状道路
（県区間）

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

車線数（２車線／４車
線）

交通量（R3全国道路・
街路交通情勢調査）

市街地（人口集中地
区）

工業団地

主な施設

市町村境界線

交通量台/日

○○施設

延長5.5km
R6事業化

甲府市役所

411

山
梨
県
甲
斐
市
宇
津
谷

や
ま
な
し

か

い

う

つ

や

39,337台/日

39,330台/日

47,406台/日5,213台/日

5,876台/日

32,677台/日

30,575台/日

27,630台/日

27,703台/日

22,182台/日

甲斐市
か い

甲府南部
工業団地

国母工業団地

御勅使工業団地

延長5.0km
H16事業化

釜無工業団地

山梨ビジネスパーク

(仮称)桜井IC

140

（仮称）甲府中央SIC

新山梨環状道路 全長 約４３ｋｍ

広瀬高架橋
L=384m

１号トンネル L=4,800m
２号トンネル L=4,100m３号トンネル L=600m

宇
津
谷
交
差
点

牛
句
Ｉ
Ｃ

塚
原
Ｉ
Ｃ

桜
井
Ｊ
Ｃ
Ｔ

広
瀬
Ｉ
Ｃ

甲
斐
Ｉ
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｔ

和戸高架橋
L=382m

桜井高架橋
L=403m

２号橋
L=40m

３号橋
L=196m

４号橋
L=174m

５号橋
L=46m

６号橋
L=160m

７号橋
L=143m

８号橋
L=419m

0 1 2 3 4 5km

南アルプス市役所

24,382台/日
西下条ランプ

358

甲府河川国道事務所

昭和町
し ょ う わ

甲府市
こ う ふ

甲府駅

八田御勅使南
工業団地

(

主)

韮
崎
南
ア
ル
プ
ス
富
士
川
線

(仮称)岩森交差点

双葉SIC

42,795台/日

田富東ランプ

(仮称)和戸IC

中
部
横
断
自
動
車
道

新
山
梨
環
状
道
路
（
西
部
区
間
）
開
通
済
み

延
長

約
10
km

新山梨環状道路（南部区間）開通済み 延長 約9km 新山梨環状道路（東部区間）延長 約7.1km

東部区間
延長約1.6km
H25事業化

R4.11.19完成

東部区間Ⅱ期
延長5.5km
H26事業化

甲府南IC

釜
無
川

（牛句～宇津谷） （塚原～牛句） （桜井～塚原） （広瀬～桜井）
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し ん や ま な し



国道20号新笹子トンネル改修

○本事業は、断面が狭少で、老朽化が進んでいる国道20号新笹子トンネル（昭和33年12月供用）の課題を解消す
るため、新たなトンネルを整備するもので、トンネル掘削工事（令和6年5月着手）等を進めます。

老朽化状況（現トンネル）ゆとりのないすれ違い（現トンネル） トンネル掘削工事ヤード トンネル掘削状況

至 東京
至 甲府

掘削延長

約400m
（R7.4.1時点）

し ん さ さ ご

大月市

笛吹市

勝沼ＩＣ

至 甲府

甲州市

至 東京

凡 例

事業中

トンネル新設

（新笹子トンネル）

3.3km

し ん さ さ ご

こ
う
し
ゅ
う
し

や
ま
と
ち
ょ
う

は

じ

か

の

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野

こ
う
し
ゅ
う
し

さ
さ
ご
ま
ち

く

ろ

の
だ

甲
州
市
笹
子
町
黒
野
田

こ
う
し
ゅ
う
し

や
ま
と
ち
ょ
う

は

じ

か

の

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野

こ
う
し
ゅ
う
し

や
ま
と
ち
ょ
う

は

じ

か

の

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野

橋梁新設

（観音トンネル）

0.3km

かんのん

位置図

標準断面

国道20号
新笹子トンネル改修
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国道20号韮崎市域渋滞対策

○ 国道20号は、甲府・甲斐市街地は4車線である一方、韮崎市の峡北消防本部西から2車線となり、慢性的な交通
渋滞が発生していることから、峡北消防本部西～一ツ谷間について、国、山梨県、韮崎市による「韮崎市域交通
対策検討会議（令和7年1月設置）」において、渋滞対策の具体的な検討を進めます。

に ら さ き

武田橋北詰
た け だ ば し

船山橋北詰
ふ な や ま ば し

峡北消防本部西
きょうほく

一ツ谷
ひ と つ や

釜無川 国管理区間釜無川 県管理区間

高速道路
直轄国道（４車線）
直轄国道（２車線）
補助国道
主要地方道
県道

出典)地理院地図

E20
韮崎IC

韮崎市

17

6

27

竜王拡幅（H26.4 全線4車線開通）渋滞対策検討区間（2.6km）

位置図

検討
区間

至 甲府

至 長野

③ 峡北消防本部西の渋滞

至 甲府

至 長野

② 船山橋北詰の渋滞

至 甲府

至 長野

① 船山橋付近の状況

至 甲府

至 長野 船山橋

釜無川
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国道52号上石田改良

○ 本事業は、現道（国道52号）の甲府市街地における交通渋滞の緩和等を図るため、4車線に改良するもので、
平成26年4月に一部区間が開通しており、全線開通に向け、未開通区間の工事等を進めます。

か み い し だ

② 工事状況（貢川交番南交差点付近） ③ 開通状況（貢川端西詰交差点付近）① 国道52号現道の渋滞状況

至 甲斐市

至 甲府市役所

至 甲府市役所

至 甲斐市

至 甲斐市

至 甲府市役所

位置図

標準断面

国道52号
上石田改良

＜現況＞

＜計画＞

単位：m

国道52号 上石田改良 延長１．０ｋｍ

0.25km

事業中

至

甲
斐
市

至

甲
府
市
役
所

こ
う

ふ

と
み
た
け

甲
府
市
富
竹
一
丁
目

こ
う
ふ
し
こ
と
ぶ
き
ち
ょ
う

甲
府
市
寿
町

こ
う

ふ

か
み
い
し
だ

甲
府
市
上
石
田
一
丁
目 凡 例

事業中

開通済

貢川交番南
交差点

寿交番前

荒川橋東詰
貢川橋
西詰

上石田
一丁目

貢川交番前
貢川

前田橋南

0.75km

H26.4.21  ４車線化済
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国道138号新屋拡幅

○ 本事業は、富士吉田市街地における交通渋滞の緩和等を図るため、国道138号を2車線から4車線に改良するも
ので、調査設計、用地買収、工事を進めます。

あ ら や

① 新屋歩道橋付近の渋滞状況 ② 工事状況上宿～新屋間の設計・用地説明会（令和7年3月）

至 富士河口湖町

至 御殿場市

至 御殿場市

至 富士河口湖町

標準断面 ＜現況＞

＜計画＞

単位：m

位置図

国道138号
新屋拡幅

24.0

9.5

6.51.5 1.5

1.5 3.25 3.25 0.5 4.254.25 0.5 3.25 3.25

忍野村

山中湖村

富士吉田市

至 大月市

至 御殿場市

至

富
士
河
口
湖
町

北口本宮
富士浅間神社

道の駅富士吉田

富士山レーダードーム館

富士山ミュージアム

あ
ら
や

国
道

号

新
屋
拡
幅

138

2.6km

ふ じ よし だ かみよし だ

富士吉田市上吉田七丁目

ふ じ よし だ かみよし だ せきばやし

富士吉田市上吉田堰林

ふ じ よしだ おしの

富士吉田忍野スマートＩＣ

ふ じ み こうえんまえ

富士見公園前

ふ じ よしだ おしの

富士吉田忍野
スマートＩＣ入口

凡 例

事業中

ふ じ み みなみ

富士見バイパス南

かみじゅく

上宿

あ ら や

新屋
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国道139号都留バイパス

○ 本事業は、国道139号現道の交通渋滞等の課題を解消するため、新たにバイパスを整備するもので、平成22年
までに一部区間が開通しており、未開通区間の調査設計を進めます。

つ る

至 大月市

位置図

国道139号
都留バイパス

標準断面 ＜現況＞

＜計画＞

単位：m

開通状況（都留市玉川地区）

至 富士吉田市

都留市田野倉

都留市十日市場

つ る た の く ら

つ る とお か いち ば
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延
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中部横断自動車道

○ 令和3年8月に静岡～山梨間が全線開通し、所要時間の短縮等によって、様々な整備効果が発現。
○ また、長坂～八千穂間は、都市計画と環境影響評価の手続きを実施中（令和5年にルート（案）を公表）。

ち ゅ う ぶ お う だ ん

【長坂～八千穂の手続きの流れ】
現時点

計
画
段
階
評
価

配慮書 方法書
調査・予測・

評価等の実施
準備書 評価書

都市計画
原案

の作成

説
明
会

公
聴
会

都市計画
案の作成

・縦覧

都市計画
審議会

都
市
計
画
決
定

事
業
着
手

ルート
（事業予定者案）

の送付

地域の皆様方からのご意見

都市計画決定の手続き

環境影響評価の手続き

対
応
方
針
の
決
定
等

甲府河川国道事務所、国立大学法人山梨大学、山梨経済同友会が連名で、「中部横断自動車
道 山梨～静岡間 開通３年後の整備効果」を令和7年2月19日に公表。

【静岡～山梨間の整備効果】

整備前

2時間45分 整備後

1時間35分

＜静岡～山梨の所要時間＞

※静岡県庁から山梨県庁までの所要時間。
整備前は中部横断自動車道を利用しない経路で所要時間を算出。

70分短縮

＜開通による経済効果＞

※経済効果は、SCGE（空間的応用一般均衡）モデルによって推計した中部横断
自動車道の整備有無による付加価値の変化と移動・輸送時間短縮便益の和

全体計

約367
［億円/年］

移動・輸送時間
短縮便益

108億円
（29%）

付加価値の
増加額

259億円
（71%）

第３次産業

176億円 第２次産業

81億円

第１次産業

2億円
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中部横断自動車道（富沢～六郷）

○ 令和3年8月に全線開通した富沢～六郷について、残工事（トンネル残土の運搬・造成等）を進めます。
○ 令和6年9月の台風第10号で被災した法面（中富ＩＣ南側の一色トンネル上部）は、本復旧工事を進めます。

応急復旧工事後（現状）

位置図

中部横断自動車道（富沢～六郷）

令和元年11月17日
開通

延長6.7km

南部町

身延町

早川町

市川三郷町

富沢ＩＣ

南部ＩＣ

身延山ＩＣ

下部温泉早川ＩＣ

中富ＩＣ

六郷ＩＣ

至

新
東
名

至

中
央
道

み
な
み
こ

ま

な
ん

ぶ
ち
ょ
う

南
巨
摩
郡
南
部
町

ちゅう ぶ おう だん じ どう しゃ どう とみ ざわ ろく ごう

中部横断自動車道（富沢～六郷） 延長28.3km に
し
や
つ
し
ろ

い
ち
か
わ

み

さ
と
ち
ょ
う

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町

令和3年8月29日開通

延長13.2km

平成31年3月10日開通

延長8.4km

凡 例

開通済

被災箇所
（令和6年台風10号）

応急復旧工事の状況令和6年台風10号による被災状況トンネル残土造成工事（粟倉地区）

ちゅう ぶ お う だ ん と み ざ わ ろ く ご う
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中部横断自動車道（長坂～八千穂）のルート・構造

24

長坂JCT

141

20

佐久南IC

佐久穂IC

佐久臼田IC

佐久中佐都IC

佐久北IC

小淵沢IC

須玉IC

小諸IC

東部湯の丸IC

佐久小諸JCT

都市計画対象道路事業区間延⻑ L=39.1km

中部横断⾃動⾞道（中央道〜上信越道） L=61.5km

供用区間
L=22.4km

⼭
梨
県
北
杜
市

や
ま
な
し
け
ん
ほ
く
と
し

⻑
野
県
佐
久
市

な
が
の
け
ん
さ
く
し

な
が
の
け
ん
み
な
み
さ
く
ぐ
ん
さ
く
ほ
ま
ち

⻑
野
県
南
佐
久
郡
佐
久
穂
町

141

299

18

至

甲
府
市

至 軽井沢

至 上田市

高根IC

清里IC
野辺山IC

海ノ口IC

小海IC

八千穂高原 IC

国土地理院地図

10km

（注）ＪＣＴ、ＩＣ名称は仮称。構造等については、都市計画及び環境影響評価を踏まえ検討。

︓国道
︓⾼速道路
︓県境
︓市町村境
︓調査中

：土工
：橋梁
：トンネル

＜路 線＞

＜縦 断＞

凡 例

長坂IC

ちゅう ぶ お う だ ん な が さ か や ち ほ



国道20号四方津地区歩道整備

○ 本事業は、通学路に指定されている国道20号のＪＲ四方津駅前付近において、歩道の整備により歩行者の安
全・安心を確保するもので、調査設計、用地買収や工事を進めます。

し お つ

施工中

至

甲
府

至 東京

JR四方津駅

事業区間 0.4km

位置図

国道20号
四方津地区
歩道整備

① 施工状況（全景） ③ 現在の国道20号の状況② 施工状況（全景）

標準断面
＜現況＞ ＜計画＞

7.5

3.25 3.25 0.50.5

1.0%

10.0

3.25 3.25 0.50.52.5

歩道新設

単位：m 単位：m

25

至 東京

至 甲府

至 東京

至 甲府

至 東京

至 甲府



国道138号山中湖自転車歩行者道整備

○ 本事業は、山中湖を一周するサイクリングロードを形成し、自転車利用者と歩行者が安全・安心に通行できる
自転車歩行者道を整備するもので、全長約14kmのうち、未整備区間約１kmの調査設計や工事等を進めます。

至 富士吉田

や ま な か こ

自転車
歩行者道等

全体図

S53供用 3.1km

山梨県整備

138

旭日丘

山中湖

729

∴
ママの森

729

みさき
キャンプ場

413

交流プラザ
きらら

湖山荘
キャンプ場

山中湖文学の森
徳富蘇峰館

・

明神前

村役場前

138

H24供用 1.2km

山梨県整備

H6供用 6.3km

山梨県整備

S53供用

1.6km

R2供用

1.1km

138
未整備

1.0km

直轄整備

② 未整備区間

① 整備済み区間

位置図

国道138号
山中湖自転車
歩行者道整備

至 富士吉田市

至 富士吉田市

至 御殿場市

至 御殿場市

26

事業区間 2.1km

至

御
殿
場
市

至

富
士
吉
田
市

至 道志村



電線共同溝事業（甲府圏域地域・富士北麓地域）

○ 甲府圏域地域（国道20号、国道52号）と富士北麓地域（国道138号、139号）
において、安全で快適な歩行空間の確保、災害時における緊急輸送路の
確保、良好な景観の形成等を図るため、電線共同溝の整備による無電柱
化を進めます。

竜王

甲斐
2.6km

甲府徳行
3.4km

甲府国母
2.3km

甲府住吉
4.4km

甲府

甲府・笛吹
国道52号
丸の内
寿町
宝

上石田

韮崎

上阿原町

本栖精進
電線共同溝

鳴沢
電線共同溝

9.0km 6.0km

富士北麓(2)
電線共同溝

富士北麓
電線共同溝

7.1km 7.4km

新屋拡幅
（改築）

5.2km

山中湖
電線共同溝

1.7km

甲府圏域地域

富士北麓地域

＜甲府圏域地域＞

竜王電線共同溝の整備前後 国道139号の状況（富士河口湖町） 施工状況（鳴沢電線共同溝）

＜富士北麓地域＞

四日市場
事業区間

事業区間（完成）

【凡 例】

事業区間

事業区間（完成）

【凡 例】

整備前 整備後
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甲府国母（２）
0.85km

出典 国土地理院地図 出典 国土地理院地図



道路維持管理

○ 道路を良好な状態に保ち、利用者の安全で円滑な交通を確保するため、道路巡回、清掃、災害時の緊急対応
等を行うとともに、橋梁やトンネルは定期点検結果に基づく必要なメンテナンス等を行います。

舗装・区画線補修

除雪作業 落下物処理 橋梁点検 トンネル点検

橋梁補修

道路巡回 道路清掃 除草作業 樹木剪定
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地域防災の取り組み

○ 国土交通省では、大規模災害が発生した際に被災地にTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）を派遣し、被害状
況の調査､被害の拡大防止､早期復旧等、地方公共団体の支援を行っており、能登半島地震（令和6年1月）の際
には、甲府河川国道事務所からもTEC-FORCEを派遣し、支援を行いました。

○ また、甲府河川国道事務所においては、災害対策用機械を配備しており、災害時対応職員及び地方公共団体
職員と毎年操作訓練を行っているほか、地方公共団体の要請により貸付を可能としています。

被災状況調査

被災状況報告

照明車（２台）

照明灯
1,200w×6灯：1台
2,000w×6灯：1台

・夜間作業現場及び避難所を照明
・発電機を装備し、電源供給も可能

対策本部車（１台）

約20m2の
作業スペース
(10名程度収容)

・対策本部として、情報収集、復旧作業、
対策検討、他機関との連絡の拠点

最大6名分
の仮眠ベッド
を確保

待機支援車（１台）

・収納式ベッド、トイレ等を装備
・休憩、仮眠施設として機能

通信衛星車（１台）

・災害現場における通信手段の確保や情報を収集
・山間部等の通信困難地域でも対応が可能

排水能力 30m2/min：3台
60m2/min：1台

排水ポンプ車（１台）

・市街地等にたまった水を河川へ排水

＜災害対策用機械＞＜TEC-FORCE＞
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インフラＤＸの取り組み

○ 平成31年3月に甲府河川国道事務所を含む全国10事務所（現在13事務所）が「i-Constructionモデル事務所」に
選定されており、３次元データや新技術の活用等により、事業の効率化を推進します。

レーザースキャナー測量（釜無川）

3Dモデルによる説明会（新山梨環状）

BIM/CIM積算（新山梨環状）

数量の計測が可能な部材毎に、体系コード、規格、数量を設定

ICT建設機械による掘削（釜無川） 維持管理モデル（中部横断道）

＜i-Constructionモデル事務所の位置図＞

小樽開発建設部

鳴瀬川総合開発工事事務所

荒川調整池工事事務所

甲府河川国道事務所

南部国道事務所

設楽ダム
工事事務所

紀勢国道事務所

立野ダム工事事務所

松山河川国道事務所

岡山国道事務所

豊岡河川国道事務所 新丸山ダム
工事事務所

信濃川河川事務所
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山梨県内の道の駅

整備方法供用開始所在地駅名

単独型S63.10.24
南部町
福士28507-1

とみざわ1

一体型
（直轄国道）

H7.6.22
甲州市
大和町初鹿野2248

甲斐大和2

単独型H7.8.13
鳴沢村
字ジラゴンノ8532-63

なるさわ3

一体型
（補助国道）

H10.4.10
山梨市
三富川浦1822-1

みとみ4

一体型
（補助国道）

H9.4.24
身延町
古関字大境4321

しもべ5

単独型H10.3.20
中央市
浅利1010-1

とよとみ6

単独型H10.10.2
韮崎市
中田町中条1795

にらさき7

単独型H10.7.18道志村9745どうし8

一体型
（県道）

H10.7.27
富士河口湖町
勝山3758

かつやま9

一体型
（補助国道）

H12.1.1
山梨市
牧丘町室伏2120

花かげの郷
まきおか

10

単独型H13.2.3
北杜市
白州町白須1308

はくしゅう11

単独型H15.4.16
富士吉田市
新屋1936-6

富士吉田12

単独型H12.7.7
北杜市
高根町長沢760

南きよさと13

一体型
（県道）

H15.4.1
南アルプス市
在家塚595-1

しらね14

単独型H16.4.29
北杜市
小淵沢町2968-1

こぶちさわ15

単独型H26.7.17身延町下山1597みのぶ16

単独型H12.9.10丹波山村2901たばやま17

一体型
（直轄国道）

H26.7.8
富士川町
青柳町1655-3

富士川18

単独型H27.3.29小菅村3445こすげ19

単独型H28.11.5都留市大原88つる20

一体型
（直轄国道）

H30.7.21南部町中野3034-1なんぶ21

単独型R7.4.18身延町西嶋345
にしじま和紙の里
かみすきパーク

22
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【大月出張所】
山梨県大月市駒橋1-7-32 
TEL：0554-22-2411

【甲府河川国道事務所】
山梨県甲府市緑が丘1-10-1
TEL：055-252-5491・5492

【峡南国道出張所】
山梨県南巨摩郡身延町梅平2483-185
TEL：0556-62-0621

【甲府出張所】
山梨県甲府市富竹2-3-12
TEL：055-222-4891

【富士川中流出張所】
山梨県南巨摩郡南部町内船4544-2
TEL：0556-64-2310

【富士川上流出張所】
山梨県西八代郡市川三郷町市川大門645
TEL：055-272-0040

【大和国道出張所】
山梨県甲州市大和町初鹿野字日川原
1655-3、TEL：0553-48-2514

【富士吉田国道出張所】
山梨県富士吉田市上吉田3-2-18
TEL：0555-22-4188

【笛吹川出張所】
山梨県笛吹市石和町唐柏720-3
TEL：055-262-2821

【富士川下流出張所】
静岡県富士市松岡官有無番地
TEL：0545-61-0078

富士川上流
出張所

市川大門駅

至 富士

ＪＲ身延線

至 甲府

酒屋薬屋

床屋

市川大門
交番西
交差点

三郡東詰東
交差点

富士川中流
出張所

南部町
役場

農協

南部橋
東詰
交差点

南部橋

至
甲
府

内
船
駅

至
富
士

至

甲
府

至

清
水

富
士
川

Ｊ
Ｒ
身
延
線

52

富士駅
至 静岡 ＪＲ東海道本線 至 沼津

富士川下流
出張所

富士
郵便局

富士本町
交差点

富士川東
交差点

富
士
川

至 静岡

至 沼津396

関東運輸局
山梨運輸支局

県東八代
合同庁舎

笛吹川
出張所

至
甲
斐 至

笛
吹

向町
交差点

四日市場
交差点

広瀬
交差点

県自動車税
事務所前

交差点

向町二
交差点

140

20

大月
市役所

大月駅至 甲府

至 甲府

至 新宿

至 八王子

至 甲府 中央高速道路 至 八王子

大月出張所

高月橋入口
交差点

大月駅前
交差点

20

139

貢川
バス停

貢川
バス停

豊竹
交差点

貢川
交差点

貢川
交番

甲府出張所

ア
ル
プ
ス
通
り

至

甲
府
駅

至
韮
崎
駅

（美術館通り）52

主要地方道市川大門下部身延線

文化会館

波木井川

峡南国道
出張所

至

甲
府

身
延
駅

至

富
士

至

下
部

身
延
町
役
場

県
道
富
士
川
身
延
線

富
士

川
身
延
山

病
院

身延町役場
身延支所入口
バス停

身延橋西詰
交差点

身延立体東
交差点

身延橋東詰
交差点

52

吉田中学校

富士山駅

赤富士通り

吉田
小学校

富士吉田
国道出張所

至 大月

上宿交差点

金鳥居
交差点

富士浅間神社
東交差点

137

137

139

139 138 大和国道出張所

至 甲府 ＪＲ中央本線 至 大月甲斐大和駅

至 甲府 至 八王子

駐在所 大和地域総合局

20

32



国土交通省 関東地方整備局 甲府河川国道事務所
〒400-8578 山梨県甲府市緑が丘1丁目10の1

055-252-5491(代表)
HP - - - - - - -https://www.ktr.mlit.go.jp/koufu/
Ｘ（旧Twitter)- - -https://x.com/mlit_kofu

道路災害、通行規制、河川などの重要な情報を

随時、X（旧Twitter）で発信しています。

令和7年4月


